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論文内容要旨
 本態性高血圧症の病因や発生機序には多くの因子の関与が考えられているが,今なお解明され
 ていない。しかし,本態性高血圧症患者では正常血圧者に比べて,心理ストレスに対する血圧及
 び心血管系反応に特異性を示すが,心理ストレスによる一過性昇圧反応が本症に如何なる役割を
 はたすかという問題は心身医学の立場からは重要な課題である。著者はこれらの問題を解明する
 ため,境界域高血圧症と固定性高血圧症に対する非特異的心理ストレス負荷時の心血系反応と尿
 中カテコールアミン(以下GAと略記する)の動態を対比し・心理的因子が交感神経一GA系を
 介して本態性高血圧症に対していかに関与する1かを検討した。東北大学長町分院内科の外来及び
 入院患者の中から,150-170皿πHgの動揺性収縮期圧を示し,心血管系に器質的変化を認
 めないWHOの基準に準拠した境界域高血圧症19例と170皿πHg以上にほぼ固定し,KW第
 ∬度以上の眼底変化などの高血圧性変化を呈している固定性本態性高血圧症15例及び正常血圧
 を示す内科系心身症患者22例,計56例について臨床的研究を行った。すなわち,非特異的心
 理ストレス負荷法として鏡映描写試験(以下MDTと略記する)を行った。MDTによる境界域高
 血圧症,固定性高血圧症及び対照の収縮期・拡張期血圧,心拍数平均値は各群とも教示期にすで
 に安静時に比べて有意(P<0.001)の上昇をみたが,テストを開始すると,より著しい上昇
 を示す。テストを繰り返すにつれて昇圧反応は漸次低下する'が,安静時及び教示期よりは高い反
 応値を示し,テ界ト終了後には前値以下にもどるが,高血圧症では対照に比べ変化量が大きい傾
 向がみられる。MDTの各期における収縮期血圧の変動を前期安静時と比べてみると,テストによ
 る上昇量は,対照では23・8±2・6寵πHg(M±SE)であるが,固定性高血圧症では34±3・3
 皿πHgで有意に高値である(P<0.05)。さらに,後期安静時には対照は一L3±0.9耽πHgで
 あるのに対して,境界域高血圧症では一9.5±1.6ηπHg,固定性高血圧症では一9.2±2.0男娼
 で有意に下降している(P<0.01)。拡張期血圧,心拍数もほぼ同様の変動を示した。各群に
 おけるMDT前後の尿中OAの変動をみるため,MDT前60.分間尿とMDT開始後60聞・尿を比
 べると,固定性高血圧症ではほとんど無反応であるが,ノルアドレナリン,アドレナリンともに
 対照(P〈0・001),境界域高血圧症(P<0.01)と有意に増量を示した。MDTにおける
 最大収縮期血圧上昇量と尿中ノルアドレナリン増加量の相関係数は対照で0.397,境界域高血
 圧症では一〇.336,固定性高血圧症では一α139で,いづれも有意の相関はないが,対i照で
 は相関係数が高く,固定性高血圧症では逆相関の傾向がうかがわれた。すなわち,固定性高血圧
 症では最大の血圧上昇が認められたが,CAの増加量は3群中もっとも少なく,これに対して対
 照と境界域高血圧症ではGA分泌量は固定性高血圧症に比べて多いが,実際の収縮期血圧の上昇
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 量は少ない。GAの反応を間接的に血中レベルでうかがう指標としてNEFAを測定した。テス
 ト60分前に比べてテスト直前すでに上昇傾向にあり,テスト直後には前値の約2倍となり,テ
 スト終了30分後に有意の下降を示している。血圧,心拍数の変動と一致したパター.ン皆とるが,
 各群間で変化量に有意差を認めなかった。以上の実験成績より次のように結論している。
 (11心理ストレス負荷に対して高血圧症では対照に比べて有意の昇圧反応を示し,その傾向は
 固定性高血圧症で大きかった。
 (2)心理ストレス負荷による尿中GA排泄量増加は境界域高血圧症と対照では同程度で有意で
 あったが,固定性高血圧症ではそれ程のGA増加はみられなかった。また各群とも血圧上昇とG
 A分泌量の間に明瞭な相関関係は認められなかったが,固定性高血圧症における過大な昇圧反応
 はCAに対する生体の反応性亢進と考えられる。したがって,心身医学的立場からはCAと本態
 性高血圧症と心理ストレスとの三者間に密接な関連性があると考えられる。
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 審査結果の要旨
 著者は本態性高血圧症の病因と発生機序の問題を解明するため,境界域高血圧症と固定性高血'
 圧症に対する非特異的心理ストレス負荷時の心血管系反応と尿中カテコールアミン(以下GAと
 略記する)の動態を対比し,心理的因子が交感神経一GA系を介して本態性高血圧症に対してい
 かに関与するかを検討して,次のような結果を得た。
 1)鏡映描写試験(以下MDTと略記する)による境界域高血圧症,固定性高血圧症及び対照
 の収縮期・拡張期血圧,心拍数平均値は各群とも教示期にすでに安静時に比べて有意(P<α001)1
 の上昇をみたが,テストを開始すると,より著しい上昇を示し,高血圧症では対照に比べ変化量
 が大きい傾向がみられる。
 2)MDTの各期における収縮期血圧の変動を前期安静時と比べてみると,テストによる上昇
 量は,対照では23.8±2.6㎜H9.(M±SE)であるが,固定性高血圧症では34±3.3㎜H9
 で有無に高値である(P〈0.05)。後期安静時には対照は一1.3±0・9㎝H9であるのに対して,
 境界域高血圧症では一9.5±1.6㎝H9,固定性高血圧症では一9.2±2.0㎜H9で有意:に下降している
 3)MDT剤60分間尿とMDT開始後60分間尿を比べると,固定性高血圧症ではほとんど
 無反応であるが・ノルアドレナリン,アドレナリンともに対照(P〈0,001),境界域高血圧症
 (P<0・01)と有意に増量を示した。
 4)MDTにおける最大収縮期血圧上昇量と尿中ノルアドレナリン増加量の相関係数は対照で
 0.397,境界域高血圧症では一〇.336,固定性高血圧症では一〇、139で,いづれも有意の
 相関はないが,対照では相関係数が高く,固定性高血圧症では逆相関の傾向がうかがわれた。
 5)固定性高血圧症では最大の血圧上昇が認められたが,GAの増加量は3群中もっとも少な
 く,これに対して対照と境界域高血圧症ではOA分泌量は固定性高血圧症に比べて多いが,実際
 の収縮期血圧の上昇量は少ない。また,NEFAはテスト60分前に比べてテスト直前すでに上昇
 傾向にあり,テスト直後には前値の約2倍となり,テスト終了30分後に有意の下降を示してい
 る。以上の実験成績より次のように結論してセ・る。
 11)心理ストレス負荷に対して高血圧症では対照に比べて有意の昇圧反応を示し,その傾向
 は固定性高血圧症で大きかった。
 (2)心理ストレス負荷による尿中GA排海量増加は境界域高血圧症と対照では同程度で有意
 であったが,固定性高血圧症ではそれ程のGA増加はみられなかった。
 131血圧上昇とOA分泌量の間に明瞭な相関関係は認められなかったが,固定性高血圧症に
 おける過大な昇圧反応はOAに対する生体の反応性亢進と考えられる。すなわち,心身学的立場
 からはGAと本態性高血圧症と心理ストレスとの三者間に密接な関連性があると考えられる。
 したがって,本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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